
  

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
に
よ
る
南
ア
ル
プ

ス
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
、
山
梨
県
に
続
き
２

番
目
に
長
野
県
大
鹿
村
で
始
ま
っ
た
。
こ

れ
を
危き

ぐ惧
す
る
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え

る
登
山
者
の
会
」
が
主
催
し
、
地
元
大
鹿

村
の
住
人
で
あ
る
宗
像
充
さ
ん
前
島
久

美
さ
ん
た
ち
が
呼
び
か
け

て
集
会
が
持
た
れ
、
５５
人

が
参
加
し
た
。

　

開
口
一
番
、
宗
像
さ
ん

が
、
地
元
民
ま
た
登
山
者

と
し
て
南
ア
ル
ブ
ス
が
壊

さ
れ
る
の
を
黙
っ
て
見
過

ご
し
て
良
い
の
か
、
立
ち

止
ま
っ
て
自
然
環
境
を
考

え
て
み
る
機
会
に
し
た
い

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
大
鹿
村
の
元

村
長
で
自
身
も
赤あ
か
い
し
だ
け

石
岳
に

１
２
８
回
登
り
、
Ｈ
．
Ｅ
．

ド
ー
ン
ト
や
Ｅ
．
ナ
ウ
マ

ン
、
Ｈ
．
ウ
ェ
ス
ト
ン
な

ど
大
鹿
村
を
訪
れ
た
外
国

人
登
山
家
の
来
歴
を
発
掘

し
た
中
川
豊
氏
が
、
明
治
期
か
ら
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
の
赤
石
岳
の
変
遷
を
語

り
、
大
鹿
村
や
南
ア
ル
プ
ス
の
価
値
を
述

べ
た
。
２
人
目
の
講
演
者
は
、
愛
知
県
の

高
校
で
教き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
る
傍
ら
、
厳
冬
期
に
は

毎
年
大
鹿
村
を
訪
れ
、
数
あ
る
氷
瀑
を
ア

イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
し
、
大
鹿
村
を
桃
源

郷
と
表
す
る
成
瀬
陽
一
氏
が
そ
の
魅
力
を

語
る
と
同
時
に
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
村

の
沢
が
涸
れ
、
自
然
環
境
が
リ
ニ
ア
ト
ン

ネ
ル
で
壊
さ
れ
ダ
ン
プ
が
走
る
こ
と
に
な

る
の
は
本
当
に
悔
し
い
と
語
っ
た
。
講
演

後
に
は
参
加
者
か
ら
報
告
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
続
く
第
２
部
で
４０
人
程
が
参
加

し
て
村
内
に
立
て
看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

　

翌
６
日
は
、
小
渋
川
の
支
流
で
あ
り
ト

ン
ネ
ル
坑
口
で
あ
る
除の
ぞ
き

山や
ま

地
区
、
釜か
ま
さ
わ沢
地

区
に
あ
た
り
、
工
事
に
よ
り
渇
水
期
に
は

８０
％
が
減
る
と
さ
れ
る
小
河
内
沢
の
遡
行

探
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　

帰
り
林
道
で
「
調
査
中
」
の
腕
章
を
着

け
た
男
の
人
が
望
遠
鏡
の
脇
で
立
っ
て
い

た
。
何
の
調
査
で
す
か
？　

と
聞
く
と
答

え
ら
れ
な
い
と
言
う
。
お
そ
ら
く
Ｊ
Ｒ
職

員
で
オ
オ
タ
カ
の
調
査
だ
と
宗
像
さ
ん
は

言
う
が
、「
村
に
勝
手
に
入
っ
て
き
て
何

を
し
て
い
る
の
か
も
答
え
ら
れ
な
い
と
い

う
の
は
、
不
審
者
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な

い
応
対
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
」
と
強
く
抗

議
し
た
。
こ
れ
が
Ｊ
Ｒ
東
海
の
言
う
「
丁

寧
な
説
明
」
の
本
質
を
露
呈
し
た
姿
だ
と

の
思
い
に
至
っ
た
。

「
リ
ニ
ア
で
南
ア
ル
プ
ス
を
壊
さ
な
い
で
」

８
月
５
〜
６
日
大お

お
し
か
む
ら

鹿
村
現
地
集
会
に
参
加
し
て

竹
本 

幸
造
／
リ
ニ
ア
問
題
検
討
委
員
会 

事
務
局
長

静
岡
安
倍
っ
子
山
の
会

  参・加・者・感・想

■リニア問題は、企業の利権、村民の利
害関係、都市部から離れ高齢化による
過疎地が故の耕作放棄地等様々な思惑
が交錯するが、私はぶれずにリニア反
対という意見を持ちたいと思う。

（小林敏之／静岡勤労者山岳会）

■大鹿村に行かなかったら実態を知らな
かったし、自分とは関わりのないこと
として過ごしてしまうところだった。
大鹿村の実態広めると共に一般の人に
も悪影響を伝えリニア建設反対の声を
あげ阻止したい。

（志村明美／静岡勤労者山岳会）

■南アルプスの麓に住んでいて登山をし
ているからこそ本気になれることだと
思う。全国組織を生かし、全国津々浦々
までこの理不尽な工事を知らせるべき
だと思う。

（木原政子／焼津山の会）

大鹿村一番の交差点（ディアイーター前）に立て看板を設置し、リニア工事反対の気
運を高めた
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